
国際武道⼤学

- 1 - 2023/05/25

開講年度 2023 学期 前期, 後期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 19060180 科⽬コード 190602200

担当教員 ⽯井 兼輔, 越野 忠則, ⽮﨑 利加, 熊代 佑輔

備考

⽯井：全⽇本柔道連盟教育普及委員としての実務経験のある教員による授業。柔道の歴史と特性を理解し、柔道の基本動作と対⼈技能

の基礎を確実に⾝につけ、それを⽤いた攻防ができるようなレベルに達することを⽬標とする。同時に中学、⾼等学校の学習指導要領

の趣旨を⽣かした柔道指導法を学習する。 
⽮﨑：⽇本柔道連盟強化委員およびI国際審判員としての実務経験のある教員による授業。柔道の歴史と特性を理解し、柔道の基本動作
と対⼈技能の基礎を確実に⾝につけ、それを⽤いた攻防ができるようなレベルに達することを⽬標とする。

配当
学部/学科 ⼤学

配当時期 1年 曜⽇/時限 ー 単位 2

授業概要

柔道の歴史と特性を理解し、柔道の基本動作と対⼈技能の基礎を確実に⾝につけ、それを⽤いた攻防ができるようなレベルに達することを⽬標とする。 
同時に、中学、⾼等学校の学習指導要領の趣旨を⽣かした教科体育における柔道指導法を学習する。 
具体的には、「礼」に代表されるような武道の伝統的な考え⽅を理解し、互いに尊重し合って練習や試合ができるような柔道指導の在り⽅や、安全で効果的

な実技指導の⼿順と指導上の留意点、さらには、試合の運営⽅法と新しい学習観に⽴った評価法である。 
柔道の段位を有しない学⽣は、この授業を通して可能な限り段位の修得を⽬指す。

到達⽬標

1 ・柔道の歴史とその理念が理解できる。

2 ・受け⾝及び相⼿の動きに応じた基本技能を習得し、その模範を⽰すことが出来る。

3 ・講道館柔道の段位を修得する。

授業計画（テーマ）

1  柔道の基礎知識（柔道の歴史と、その理念を含む）

2  受け⾝と、その安全で効果的な指導法

3  組み⽅と受け⾝と体捌きの総合練習

4  ⾜技（出⾜払い・送り⾜払い）の理論とその実際

5  腰技（⼤腰・払い腰）の理論とその実際

6  ⼿技（体落し・背負い投げ）の理論とその実際

7  連絡技・変化技の理論とその実際

8  固め技の基本技能と効果的な指導法

9  抑え技とその逃れ⽅

10  固め技の攻め⽅と応じ⽅

11  固め技の⾃由練習と審判法

12  得意技の修得⽅法

13  投げ技及び固め技の約束練習と評価法

14  試合及び試合の運営⽅法

15  まとめ

ディプロマ・ポリシー との関連性
①国際社会・地域社会の発展に寄与することができる。 
③武道、体育及びスポーツに関する専⾨知識を修得し、体育学における諸事象を論理的・実践的に表現できる。 
⑤新たな課題を解決する論理的思考⼒を持ち、他者と協⼒・協調し、社会を豊かにしようとする意欲と⾏動⼒を⾝につけている。

受講・学習上のアドバイス

・学習指導要領に⽬を通しておくとより理解が深まる。 
・毎授業前にシラバスの3層⽬を熟読し授業内容を把握しておく。 
事前学習（2h) 授業に関する情報・資料を収集すること。 
事後学習（2h) 毎時間学習ノートを作成し授業への理解度を深めること。

評価⽅法

[ 評価項⽬ /  割合   / 評価基準等 ] 
 試験   / 60％ / 授業内容の理解度及び技能の修得状況を判断するための実技試験。 
 レポート / 30％ / 学習ノート10回分の内容を評価する。 
 その他  / 10％ / 受講態度を評価する。

教科書（書名、著者、出版社、ISBNコード、備考）
必要に応じて印刷物等を配布する。

参考書（書名、著者、出版社、ISBNコード、備考）
特になし

武道指導・評価法(柔道)
更新⽇：2022/12/14 13:07:07



国際武道⼤学
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その他

【担当形態：単独または複数】【授業形態：講義・実習複合】【ナンバリング：1Ｃ3224448】 
【免許法施⾏規則第66条の６に定める科⽬：体育】 
【教員の免許状取得のための必選区分】 
▷選択必修 
【免許法施⾏規則に定める科⽬区分等】 
▷科⽬区分：教科及び教科の指導法に関する科⽬・教科に関する専⾨的事項 
▷各科⽬に含めることが必要な事項：体育実技 
・教員毎に（単独または複数）開講します。時間割で確認すること。 
・柔道⾐及び帯を各⾃で⽤意すること。 
・提出された学習ノートは、適宜授業内で説明を加え返却する。 
＊講義形式の場合は、授業内で課した課題に対し、解説および評価を⾏うことでフィードバックとする。実技形式の場合は、授業内の実技に対し、解説および

アドバイス等の時間を設けることでフィードバックとする。 



国際武道⼤学

- 1 - 2023/05/25

開講年度 2023 学期 前期, 後期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 19060190 科⽬コード 190602300

担当教員 丸橋 利夫, 岩切 公治, 上宇都 鉄⾈

備考

岩切：世界⼤会における外国のナショナルチーム監督としての実務経験のある教員による授業。学校体育における剣道の授業を念頭に

置き、初⼼者を対象とした指導のあり⽅を学習し、剣道における基本動作・対⼈的技能の習得を⽬指す。相⼿を尊重し、伝統的な⾏動の

仕⽅(礼法・所作等)を⼤切にしようとする態度を養う。更に我が国固有の伝統的な運動⽂化として継承発展してきた剣道の特性や歴史、
伝統的な考え⽅を理解し互いに安全に配慮し、協⼒し合う考え⽅を⾝につける。このような剣道の学習内容に基づき、各単元毎に評価の

着眼点も学習する。

配当
学部/学科 ⼤学

配当時期 1年 曜⽇/時限 ー 単位 2

授業概要

学校体育における剣道の授業を念頭に置き、初⼼者を対象とした指導のあり⽅を学習する。剣道における基本動作・対⼈的技能の習得を⽬指す。 
また、相⼿を尊重し、伝統的な⾏動の仕⽅(礼法・所作等)を⼤切にしようとする態度を養う。 
更に、我が国固有の伝統的な運動⽂化として継承発展してきた剣道の特性や歴史、伝統的な考え⽅を理解し、互いに安全に配慮し、協⼒し合う考え⽅を⾝に

つける。 
このような剣道の学習内容に基づき、各単元毎に評価の着眼点も学習する。

到達⽬標

1 ・剣道の基本動作が実践できる。

2 ・剣道の特性・歴史等について理解できる。

3 ・学校体育における剣道指導のあり⽅、実際の指導上の留意点について説明できる。

授業計画（テーマ）

1  導⼊Ⅰ 剣道と学習指導要領「学習内容・評価法」

2  導⼊Ⅱ 剣道着・袴の着装・姿勢と礼法

3  基本動作Ⅰ 構え ⾜さばき 素振り

4  基本動作Ⅱ 上下振り・斜め振り・空間打突

5  基本動作Ⅲ  剣道具の着装・打突の仕⽅(打ち⽅と打たせ⽅）

6  基本動作Ⅳ  切り返し

7  対⼈的技能 しかけ技Ⅰ ⼀本打ちの技

8  対⼈的技能 しかけ技Ⅱ 連続技(⼆・三段の技)

9  対⼈的技能 しかけ技Ⅲ 払い技

10  対⼈的技能 しかけ技Ⅳ 出ばな技

11  対⼈的技能 しかけ技Ⅴ 引き技

12  対⼈的技能 応じ技Ⅰ (抜き技・すりあげ技) 

13  対⼈的技能 応じ技Ⅱ (返し技・打ち落とし技) 

14  対⼈的技能 互格稽古

15  まとめ

ディプロマ・ポリシー との関連性
①国際社会・地域社会の発展に寄与することができる。 
③武道、体育及びスポーツに関する専⾨知識を修得し、体育学における諸事象を論理的・実践的に表現できる。 
⑤新たな課題を解決する論理的思考⼒を持ち、他者と協⼒・協調し、社会を豊かにしようとする意欲と⾏動⼒を⾝につけている。

受講・学習上のアドバイス

・学習指導要領(中・⾼)に⽬を通しておくと、より理解が深まる。 
事前学習（2h)  参考書等を精読すること。                事後学習（2h)  授業内容を踏まえ、配布資料・参考書等により、理解を深める
こと。

評価⽅法

[ 評価項⽬ /  割合   / 評価基準等 ] 
 試験   / 40％ / 技能の習得状況を判断する実技試験 
 レポート / 30％ / 剣道の歴史や指導法に関するレポート 
 その他  / 30％ / 積極的な受講態度等

教科書（書名、著者、出版社、ISBNコード、備考）
必要に応じて印刷物を配布する

参考書（書名、著者、出版社、ISBNコード、備考）
「剣道授業の展開（第3版）DVD付」、全⽇本剣道連盟編、1,000円

武道指導・評価法(剣道)
更新⽇：2023/03/15 09:20:30
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その他

【担当形態：丸橋（単独）岩切、上宇都（複数）】【授業形態：講義・実習複合】【ナンバリング：1Ｃ3224449】 
【免許法施⾏規則第66条の６に定める科⽬：体育】 
【教員の免許状取得のための必選区分】 
▷選択必修 
【免許法施⾏規則に定める科⽬区分等】 
▷科⽬区分：教科及び教科の指導法に関する科⽬・教科に関する専⾨的事項 
▷各科⽬に含めることが必要な事項：体育実技 
・受講者各⾃が⽤意する物 「剣道着・袴・名札・⼿拭い・(⼩⼿下)」 
・剣道具・⽵⼑は⼤学で⽤意します。各教員毎に（単独または複数）開講します。時間割で確認すること。 
・レポートについては、適宜授業において解説を⾏います。 
＊講義形式の場合は、授業内で課した課題に対し、解説および評価を⾏うことでフィードバックとする。実技形式の場合は、授業内の実技に対し、解説および

アドバイス等の時間を設けることでフィードバックとする。



国際武道⼤学

- 1 - 2023/05/25

開講年度 2023 学期 後期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 19060210 科⽬コード 190602500

担当教員 荒川 尊祐

備考

荒川：空⼿道教室の代表としての実務経験のある教員による授業。学校教育における空⼿道の授業を念頭に置き学習指導要領の趣旨を

踏まえた指導法と評価法を学習する。具体的には、空⼿道における基本動作（その場基本、移動基本、形）や、対⼈技能（組⼿、分解

組⼿）の習得を⽬指す。⼜、相⼿を尊重し、伝統的な⾏動の仕⽅、（礼法、所作等）を⼤切にする態度を養う。更に我が国固有の伝統的

な運動⽂化として継承・発展してきた空⼿道の特性や歴史、伝統的な考え⽅を理解し、互いに安全に配慮して協⼒し合う考え⽅を⾝に

つける。

配当
学部/学科 ⼤学

配当時期 1年 曜⽇/時限 ー 単位 2

授業概要

学校教育における空⼿道の授業を念頭に置き、学習指導要領の趣旨を踏まえた指導法と評価法を学習する。具体的には、空⼿道における基本動作（その場基

本、移動基本、形）や、対⼈技能（組⼿、分解組⼿）の習得を⽬指す。⼜、相⼿を尊重し、伝統的な⾏動の仕⽅、（礼法、所作等）を⼤切にする態度を養う。更

に我が国固有の伝統的な運動⽂化として継承・発展してきた空⼿道の特性や歴史、伝統的な考え⽅を理解し、互いに安全に配慮して協⼒し合う考え⽅を⾝につ

ける。

到達⽬標

1 ・空⼿道の基本動作が実践できる。

2 ・空⼿道の特性・歴史等について説明できる。

3 ・学校教育における空⼿道指導のあり⽅、指導上の留意点、評価⽅法について説明できる。

授業計画（テーマ）

1  導⼊ 空⼿道の歴史、礼法、⽴ち⽅

2  基本動作１ 空⼿道で使⽤する部位と名称

3  基本動作２ 前回の復習に加え、⼆⼈組で⾏う基本

4  基本動作３ ミット打ち 実際に拳や蹴り⾜をミットに当てる。

5  対⼈技能１ 約束組⼿１・２・３の習得

6  基本形１ 全⽇本空⼿道連盟基本形⼀の習得

7  基本形２ 全⽇本空⼿道連盟基本形⼆の習得

8  基本形３ 基本形を団体で⾏う。

9  対⼈技能２ 約束組⼿４・５・６の習得

10  対⼈技能３ 試合相⼿における仕掛け技、刻み突き・逆突きと、その連続技の習得

11  対⼈技能４ 相⼿試合における応じ技、受けからの突き・蹴り

12  復習 基本形⼀・⼆の復習

13  試合１ 個⼈形によるトーナメント戦

14  試合２ 団体形によるトーナメント戦

15  まとめ 

ディプロマ・ポリシー との関連性
①国際社会・地域社会の発展に寄与することができる。 
③武道、体育及びスポーツに関する専⾨知識を修得し、体育学における諸事象を論理的・実践的に表現できる。 
⑤新たな課題を解決する論理的思考⼒を持ち、他者と協⼒・協調し、社会を豊かにしようとする意欲と⾏動⼒を⾝につけている。

受講・学習上のアドバイス

・事前学習２ｈ、事後学習２ｈ

評価⽅法

[ 評価項⽬ /  割合   / 評価基準等 ] 
 試験   / 30％ / 技能の習得状況を判断する実技試験。 
 レポート / 20％ / 空⼿道の歴史や指導法に関するレポート。 
 その他  / 50％ / 積極的な受講態度等。

教科書（書名、著者、出版社、ISBNコード、備考）
特になし

参考書（書名、著者、出版社、ISBNコード、備考）
特になし

その他

【担当形態：単独】【授業形態：講義・実習複合】【ナンバリング：1Ｃ3224451】 
【免許法施⾏規則第66条の６に定める科⽬：体育】 

武道指導・評価法(空⼿道)
更新⽇：2022/12/14 13:08:14
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【教員の免許状取得のための必選区分】 
▷選択必修 
【免許法施⾏規則に定める科⽬区分等】 
▷科⽬区分：教科及び教科の指導法に関する科⽬・教科に関する専⾨的事項 
▷各科⽬に含めることが必要な事項：体育実技 
・実技の服装：空⼿⾐、持っていない⼈は普通の体操着で可。 
・受講⽣は30⼈までとする。 
＊講義形式の場合は、授業内で課した課題に対し、解説および評価を⾏うことでフィードバックとする。実技形式の場合は、授業内の実技に対し、解説および

アドバイス等の時間を設けることでフィードバックとする。



国際武道⼤学

- 1 - 2023/05/25

開講年度 2023 学期 前期, 後期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 19060230 科⽬コード 190602700

担当教員 髙坂 正治

備考

髙坂：⾦剛禅総本⼭少林寺 本部道院 道院⻑および⾼等学校保健体育科教員としての実務経験を持つ教員による授業。中学校や⾼等学校
での武道授業を想定して、学習指導要領の趣旨を踏まえた指導法・評価法を学習する。少林寺拳法の基礎知識を学習し、基本的動作、

対⼈的技能の練習を通して、少林寺拳法の教えについて学び、理解を深め、武道授業の意義について理解する。

配当
学部/学科 ⼤学

配当時期 1年 曜⽇/時限 ー 単位 2

授業概要

平成24年から中学校の体育の授業において武道が必修化されている。本授業では、中学校や⾼等学校での武道授業を想定して、学習指導要領の趣旨を踏まえ
た指導法・評価法を学習する。少林寺拳法の基礎知識を学習し、基本的動作、対⼈的技能の練習を通して、少林寺拳法の教えについて学び、理解を深め、武道

授業の意義について理解する。

到達⽬標

1 ・少林寺拳法の基本動作が実践できる。

2 ・少林寺拳法の初歩的な剛法、柔法の技を実践できる。

3 ・少林寺拳法の特徴、歴史等について説明できる。

4 ・学校体育における少林寺拳法指導の留意点等について説明できる。

授業計画（テーマ）

1  少林寺拳法創始の動機と⽬的、歴史、学習指導要領

2  礼法、調息法、基本動作、単独演武、下受蹴、平常⼼について

3  基本動作、単独演武、⼩⼿抜、修⾏の⼼得について

4  基本動作、単独演武、内受突、屈⾝突、拳禅⼀如について

5  基本動作、単独演武、上膊抜、上膊捕、守主攻従について

6  基本動作、単独演武、逆⼩⼿、⼒愛不⼆について

7  基本動作、組演武、拳の三訓（守・破・離）について

8  基本動作、組演武、組⼿主体について

9  基本動作、組演武、不殺活⼈について

10  基本動作、組演武、⾏としての少林寺拳法のあり⽅について

11  実技テスト① 礼法、基本動作、単独演武

12  実技テスト② 組演武

13  指導案作成、実習①

14  指導案作成、実習②

15  まとめ

ディプロマ・ポリシー との関連性
①国際社会・地域社会の発展に寄与することができる。 
③武道、体育及びスポーツに関する専⾨知識を修得し、体育学における諸事象を論理的・実践的に表現できる。 
⑤新たな課題を解決する論理的思考⼒を持ち、他者と協⼒・協調し、社会を豊かにしようとする意欲と⾏動⼒を⾝につけている。

受講・学習上のアドバイス

事前学習（２ｈ） 
・参考書及び配付資料を精読する ・講義内容に関する情報収集を⾏う 
事後学習（２ｈ） 
・授業内容を踏まえてまとめる ・配付資料の熟読により講義内容の理解を深める

評価⽅法

[ 評価項⽬ /  割合   / 評価基準等 ] 
 試験   / 60％ / 技能の習得状況を判断する実技試験 
 レポート / 20％ / 少林寺拳法の特徴、歴史や指導法に関するレポート 
 その他  / 20％ / 積極的な受講態度等

教科書（書名、著者、出版社、ISBNコード、備考）
・必要に応じて印刷物を配布する

参考書（書名、著者、出版社、ISBNコード、備考）
『中学校武道必修化指導書（少林寺拳法編）』、⽇本武道協議会 
「はじめよう少林寺拳法」、SHORINJI KENPO UNITY監修、ベースボールマガジン社、978-4583101514、1,728円

その他

武道指導・評価法(少林寺拳法)
更新⽇：2022/12/14 13:09:36
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【担当形態：単独】【授業形態：講義・実習複合】【ナンバリング：1Ｃ3224453】 
【免許法施⾏規則第66条の６に定める科⽬：体育】 
【教員の免許状取得のための必選区分】 
▷選択必修 
【免許法施⾏規則に定める科⽬区分等】 
▷科⽬区分：教科及び教科の指導法に関する科⽬・教科に関する専⾨的事項 
▷各科⽬に含めることが必要な事項：体育実技 
・受講者は体操着で可。 
＊講義形式の場合は、授業内で課した課題に対し、解説および評価を⾏うことでフィードバックとする。実技形式の場合は、授業内の実技に対し、解説および

アドバイス等の時間を設けることでフィードバックとする。



国際武道⼤学

- 1 - 2023/05/25

開講年度 2023 学期 前期, 後期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 19060420 科⽬コード 190604600

担当教員 櫻井 健⼀, ⼭⽥ 真也, 吉嶺 真, 村⼭ 凌⼀

備考

櫻井：⽇本オリンピック委員会 強化スタッフとしての実務経験のある教員による授業。学校体育では様々な運動の基本として、⾛・
跳・投を扱うとともに、個⼈の運動能⼒を技術的・体⼒的に⾼度に発展させ、⾃⼰の持つ運動能⼒を最⾼度に発揮して記録の優劣を競

うことを⽬標に、陸上運動から陸上競技へと導く。近代スポーツ誕⽣から陸上競技の歴史と特性を理解し、基本的技術の模範と指導、

安全管理における配慮とともに競技会運営における要点を習得する。陸上競技の実践を通じて⾃らの技術を向上させ、指導法と評価の

⽅法を学ぶ。

配当
学部/学科 ⼤学

配当時期 1年 曜⽇/時限 ー 単位 2

授業概要

陸上競技における⾛・跳・投といった中⼼的種⽬について正しい理論と基礎的な知識・技術を学ぶ授業である。実技を通して理論的な背景から技術と指導⽅

法を学び実践できるような⼈材育成する事を⽬的とする。実施種⽬は短距離⾛・リレー・⾛幅跳・ハードル・投擲・⻑距離を⾏う。講義では陸上競技の基礎的知

識や概要を学ぶ。

到達⽬標

1 ・陸上競技の歴史的背景とルールについて説明できる。

2 ・陸上競技における基本的技術の模範を⽰すことができる。

3 ・陸上競技における基本動作の技術指導ができる。

4 ・陸上競技における実践場⾯での技術や能⼒を評価しフィードバックできる。

5 ・陸上競技における安全対策とその指導ができる。

授業計画（テーマ）

1
陸上競技の基本的知識と概要について（全員）

陸上競技の基礎的知識の習得と概要の理解

2
陸上競技のウォーキング，ジョギングとランニングの基礎・基本（全員）

効率的なウォーキングとジョギングの⽅法，および速く⾛るための基礎的知識と基本的な動作の理解・習得

3
陸上競技のウォーキング，ジョギングとランニングの応⽤（スタートダッシュの技術）（全員）

ウォーキングとジョギングの応⽤，および短距離⾛におけるスタートダッシュの⽅法と実践。ルールの理解

4
陸上競技短距離⾛の実践（100m⾛）（全員）
実際の競技会同様のルールを学び、競技会と同じように100m⾛の記録を測定する。

5
陸上競技跳躍種⽬の基礎（⾛幅跳のルールと基本的技術） （全員）
⾛幅跳における基礎的なトレーニング⽅法の理解と実践

6
陸上競技跳躍種⽬の実践（⾛幅跳の記録測定）（全員）

⾛幅跳の競技ルールの理解と実際の記録を測定し実践⼒を⾼める

7
リレー種⽬の特性の理解と実践（全員）

400mリレーにおけるバトンパスの⽅法の理解と基礎練習の実践

8
リレー種⽬の特性の理解と実践②（全員）

400mリレーにおけるバトンパスの精度アップと競技会同様の記録測定

9
障害⾛（ハードル）の基礎的知識と指導法（全員）

ハードリング動作の基礎的構造の理解と実践

10
障害⾛（ハードル）の基礎的動作習得と指導法・評価（全員）

ハードリング動作とランニング動作の完成と指導⽅法の理解・評価をする

11
投てき種⽬の特性と指導上の注意点（全員）

ジャベリックスローの基礎的動作の理解と実践

12
投てき種⽬の実践と課題の確認（記録測定）（全員）

ジャベリックスローの技術的応⽤と実践⼒の確認

13
持久⾛・⻑距離種⽬の特性と指導上の注意点（全員）

⻑距離⾛の基礎的動作の理解と実践

14
陸上競技のトレーニング⽅法と特性の理解（全員）

陸上競技における基礎的トレーニング⽅法の紹介

15
評価テスト及びまとめ（全員）

授業で学んだことについてまとめ及び筆記試験を⾏う

ディプロマ・ポリシー との関連性
①国際社会・地域社会の発展に寄与することができる。 
③武道、体育及びスポーツに関する専⾨知識を修得し、体育学における諸事象を論理的・実践的に表現できる。 
⑤新たな課題を解決する論理的思考⼒を持ち、他者と協⼒・協調し、社会を豊かにしようとする意欲と⾏動⼒を⾝につけている。

受講・学習上のアドバイス

体育指導・評価法(陸上競技)
更新⽇：2022/12/14 13:11:20
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・陸上競技未経験者にとっては難しい動作があるが、⼤切なのは学ぶ姿勢を持って取り組むこと。できなくてもチャレンジすること。上達することを楽しみな

がら陸上競技を学んでほしい。 
事前学習（2h) 体を動かせるよう体⼒強化をすること。 陸上競技の基礎的な知識を調べること ・事後学習（2h)授業でできなかったことを復習しできるため
にはどうすべきかを考え学ぶこと。

評価⽅法

[ 評価項⽬ /  割合   / 評価基準等 ] 
 試験   / 50％ / 実技試験 
 レポート / 10％ / 課題に対する理解度 
 その他  / 40％ / 学ぶ姿勢・達成度合い・指導⼒や積極性を含む

教科書（書名、著者、出版社、ISBNコード、備考）
必要に応じて資料を配布する

参考書（書名、著者、出版社、ISBNコード、備考）
陸上競技マガジン（ベースボール社） 
⽉刊陸上競技（講談社）

その他

【担当形態：グループ分け】【授業形態：実技・講義複合】【ナンバリング：1Ｃ3224472】 
【免許法施⾏規則第66条の６に定める科⽬：体育】 
【教員の免許状取得のための必選区分】 
▷必修 
【免許法施⾏規則に定める科⽬区分等】 
▷科⽬区分：教科及び教科の指導法に関する科⽬・教科に関する専⾨的事項 
▷各科⽬に含めることが必要な事項：体育実技 
＊講義形式の場合は、授業内で課した課題に対し、解説および評価を⾏うことでフィードバックとする。実技形式の場合は、授業内の実技に対し、解説および

アドバイス等の時間を設けることでフィードバックとする。
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開講年度 2023 学期 前期, 後期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 19060430 科⽬コード 190604700

担当教員 後藤 豊, 伊藤 清良

備考

後藤：国際審判員としての実務経験のある教員による授業。運動指導の基礎となる「創発分析能⼒」を⾝に付けるためには、実技実習

が不可⽋であることから、｢創発分析能⼒」の育成を⽬指した、技の習得に重点を置いた実技授業を展開する。 
伊藤：オリンピック強化指定選⼿、審判員及び⾼等学校保健体育科教員としての実務経験のある教員による授業。「器械運動」の特性

を理解し、マット運動、とび箱運動、鉄棒運動、平均台運動の基礎技や発展技を習得する。併せて体系的学習、技術的留意点や安全、

評価の観点などについて学習する。

配当
学部/学科 ⼤学

配当時期 2年 曜⽇/時限 ー 単位 2

授業概要

本授業においては、「器械運動」の特性を理解し、「マット運動」「とび箱運動」「鉄棒運動」「平均台運動」の基礎技、発展技やその組み合わせなどを習

得するとともに、それらの体系的､系統的学習⽅法、技術的留意点、安全な学習⽅法、評価の観点などについて学習する。特に、運動指導の基礎となる「創発分

析能⼒」（⾃らができるようになっていくときの「動ける感じ」を分析する能⼒）を⾝に付けるためには、実技実習が不可⽋であることから、｢創発分析能⼒」

の育成を⽬指した、技の習得に重点を置いた実技授業が展開される。

到達⽬標

1 ｢マット運動｣｢とび箱運動」「鉄棒運動」｢平均台運動」の基本技を習得する。

2 ｢マット運動｣｢とび箱運動」「鉄棒運動」｢平均台運動」の特性や、基本技、発展技の技術指導、評価⽅法について理解する。

3 器械運動の技の習得を通して、⾃らの「動ける感じ」をつかみ取れるようになる。

授業計画（テーマ）

1
 器械運動の特性について
器械運動の特性について、実技実習を交えて解説をする。

2
 器械運動の技術指導の⽅法と安全管理
器械運動の技術指導の⽅法と安全管理について、実技実習を交えて解説をする。

3
 器械運動の基礎技能習得と指導法
器械運動の基礎技能とその指導法について、実技実習を交えて解説をする。

4
 鉄棒運動の基礎技能習得と指導法
鉄棒運動の基礎技能習得練習をするとともに、その指導法について解説をする。

5
 鉄棒運動の技能習得と指導法（⾜かけ上がり系技群）
鉄棒運動の⾜かけ上がり系技群の技能習得練習をするとともに、その指導法について解説をする。

6
 鉄棒運動の技能習得と指導法（⽀持回転系技群）
鉄棒運動の⽀持回転系技群の技能習得練習をするとともに、その指導法について解説をする。

7
 マット運動の基礎技能習得と指導法
マット運動の基礎技能習得練習をするとともに、その指導法について解説をする。

8
 マット運動の技能習得と指導法(接転系技群）
マット運動の接転系技群の技能習得練習をするとともに、その指導法について解説をする。

9
 マット運動の技能習得と指導法（倒⽴回転系技群ほか）
マット運動の倒⽴回転系技群の技能習得練習をするとともに、その指導法について解説をする。

10
 とび箱運動の基礎技能習得と指導法
とび箱運動の基礎技能習得練習をするとともに、その指導法について解説をする。

11
 とび箱運動の技能習得と指導法(きりかえし系技群）
とび箱運動のきりかえし系技群の技能習得練習をするとともに、その指導法について解説をする。

12
 とび箱運動の技能習得と指導法(回転系技群）
とび箱運動の回転系技群の技能習得練習をするとともに、その指導法について解説をする。

13
 平均台運動の技能習得と指導法(基礎技能ほか）
平均台運動の技能習得練習をするとともに、その指導法について解説をする。

14
 学習指導要領における「器械運動」領域の特性と評価
学習指導要領における｢器械運動」の特性と評価について、実技実習を交えて解説をする。

15
 まとめと復習
これまでの授業を振り返り、器械運動の指導法と評価法について総合的に解説をする。

ディプロマ・ポリシー との関連性
①国際社会・地域社会の発展に寄与することができる。 
③武道、体育及びスポーツに関する専⾨知識を修得し、体育学における諸事象を論理的・実践的に表現できる。 
⑤新たな課題を解決する論理的思考⼒を持ち、他者と協⼒・協調し、社会を豊かにしようとする意欲と⾏動⼒を⾝につけている。

受講・学習上のアドバイス

事前学習（2h) 
・中学、⾼校時の器械運動授業の内容を振り返るとともに、シラバス、参考書などを参照して、当該授業で取り扱う実技課題を確認し、その技術、練習⽅法に

ついて調べておく。 

体育指導・評価法(器械運動)
更新⽇：2022/12/14 13:11:40
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事後学習（2h) 
・授業で学習した実技課題の運動課題、技術、練習⽅法を再確認し、実技実習で習得した｢動感」を⾔語化する。

評価⽅法

[ 評価項⽬ /  割合   / 評価基準等 ] 
 試験   / 20％ / 授業内容の理解度を評価 
 レポート / 30％ / 授業内容の理解度を評価 
 その他  / 50％ / 受講態度と実技課題達成度の評価

教科書（書名、著者、出版社、ISBNコード、備考）
必要に応じて印刷物を配布する。

参考書（書名、著者、出版社、ISBNコード、備考）
「中・⾼校 器械運動の授業づくり」、三⽊四郎他編著、⼤修館書店、978-4469266023、2,700円 
「とび箱・平均台運動 ｰ教師のための器械運動指導法シリーズ1ｰ」、⼤修館書店、978-4469162905、3,000円 
「マット運動 ｰ教師のための器械運動指導法シリーズ2ｰ」、⼤修館書店、978-4469162912、2,400円 
「鉄棒運動 ｰ教師のための器械運動指導法シリーズ3ｰ」、⼤修館書店、978-4469162929、3,000円

その他

【担当形態：単独】【授業形態：講義・実習複合】【ナンバリング：1Ｃ3224473】 
【免許法施⾏規則第66条の６に定める科⽬：体育】 
【教員の免許状取得のための必選区分】 
▷必修 
【免許法施⾏規則に定める科⽬区分等】 
▷科⽬区分：教科及び教科の指導法に関する科⽬・教科に関する専⾨的事項 
▷各科⽬に含めることが必要な事項：体育実技 
・受講者数が多い場合は、授業未履修学⽣、上級学年、教職課程履修者の順に履修を優先する。 
・試験及びレポートについては、採点結果(得点)を開⽰する。 
・教員毎に単独で開講する。担当教員については時間割を確認すること。 
＊講義形式の場合は、授業内で課した課題に対し、解説および評価を⾏うことでフィードバックとする。実技形式の場合は、授業内の実技に対し、解説および

アドバイス等の時間を設けることでフィードバックとする。
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開講年度 2023 学期 前期, 後期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 19060470 科⽬コード 190605100

担当教員 徳永 ⽂利

備考

ユニバシアード競技⼤会チームリーダー・監督および実業団での指導の実務経験のある教員による授業。特性と技術構造を⼗分に理解

し、サーブやスパイク等ゲームを構成する基本的な技術に関して学習を進め技術を習得していく。さらに各技術の習得段階においての

評価法を学ぶ。チームスポーツであるバレーボールにおいて連続的に展開していくチームプレーの技術習得とその評価法について学

ぶ。さらに、安全かつ公正にゲームを進めていくためにラインジャッジ、スコアラーなどゲーム進⾏に関わる審判技術もあわせて学習

する。

配当
学部/学科 ⼤学

配当時期 1年 曜⽇/時限 ー 単位 2

授業概要

バレーボールの特性と技術構造を⼗分に理解する。そして、サーブ、アンダーハンドパス、オーバーハンドパス、スパイク、ブロックのゲームを構成する基本

的な技術に関して学習を進め技術を習得していく。さらに各技術の習得各段階においての評価法を学ぶ。 
また、チームスポーツであるバレーボールにおいて、連続的に展開していくチームプレーの技術習得とその評価法について学ぶ。 
さらに、安全かつ公正にゲームを進めていくためにラインジャッジ、スコアラーなどゲーム進⾏に関わる審判技術もあわせて学習する。

到達⽬標

1
・バレーボールの基本技術であるサーブ、アンダーハンドパス、オーバーハンドパス、スパイク、ブロックのボールコントロール技術を学び、ゲーム

を安全に⾏うことができる。

2 ・これらの基本技術を組み合わせて、チーム戦術に展開することができる。

3 ・学校体育におけるバレーボール指導のあり⽅や指導上の留意点について説明できる。

授業計画（テーマ）

1
 バレーボールの歴史と発展
バレーボールの誕⽣、歴史と発展について学ぶ。

2
 バレーボールの特性と技術構造
バレーボールの競技特性と技術構造について学ぶ。

3
 ボールコントロールとボディコントロール
バレーボールのボールの特性を知り、ボールコントロールをするためのボディコントロールについて学ぶ。

4
 バレーボールのルール解説
バレーボールのルールについて学び、ハンドシグナルができるようになる。

5
 サーブとパスの指導と評価法
バレーボールの試合における最初の技術であるサーブとパスの指導法と評価法について学ぶ。

6
 サーブレシーブの指導と評価法
バレーボールのサーブ後の守備技術であるサーブレシーブの指導法と評価法について学ぶ。

7
 トスの指導と評価法
バレーボールの組み⽴て技術であるトスの指導法と評価法について学ぶ。

8
 スパイクとブロックの指導と評価法
バレーボールの攻撃技術であるスパイクとスパイクに対するブロックの指導法と評価法について学ぶ。

9
 バレーボールのゲームの進め⽅
バレーボールのゲームの進め⽅、審判の⽅法、ハンドシグナルについて学ぶ。

10
 スパイクレシーブの指導と評価法
バレーボールの守備技術であるスパイクレシーブの指導法と評価法について学ぶ。

11
 サーブレシーブシステムの指導と評価法
バレーボールのサーブレシーブシステムの指導法と評価⽅法について学ぶ。

12
 アタックシステムの指導と評価法
バレーボールのアタックシステムの指導法と評価法について学ぶ。

13
 ブロックシステムの指導と評価法
バレーボールのブロックシステムの指導法と評価法について学ぶ。

14
 フロアーディフェンスシステムの指導と評価法
バレーボールのフロアーディフェンスシステムの指導法と評価法について学ぶ。

15
 まとめ（バレーボールの普及と指導について）
授業の総括を⾏い、リーグ戦とトーナメント戦の試合の組み⽅、他の授業との関連等について学ぶ。

ディプロマ・ポリシー との関連性
①国際社会・地域社会の発展に寄与することができる。 
③武道、体育及びスポーツに関する専⾨知識を修得し、体育学における諸事象を論理的・実践的に表現できる。 
⑤新たな課題を解決する論理的思考⼒を持ち、他者と協⼒・協調し、社会を豊かにしようとする意欲と⾏動⼒を⾝につけている。

受講・学習上のアドバイス

・学習指導要領（中⾼）に⽬を通すことと、ルールを理解しておくこと。 
・事前学習として、各授業計画に⽰してある技術、戦術に関して事前に学習して出席すること。（２ｈ） 

体育指導・評価法(バレーボール)
更新⽇：2022/12/14 13:13:37
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・事後学習として、各授業を⾏った後、技術、戦術に関する理解、それぞれに関するルールについてまとめてレポートを作成すること。（２ｈ）

評価⽅法

[ 評価項⽬ /  割合   / 評価基準等 ] 
 試験   / 30％ / 概要の理解、要点のまとめ 
 レポート / 30％ / 毎時間の課題レポート 
 その他  / 40％ / 受講態度・積極的な課題解決および協⼒姿勢

教科書（書名、著者、出版社、ISBNコード、備考）
特になし

参考書（書名、著者、出版社、ISBNコード、備考）
バレーボールの学習指導と教材研究、栃堀申⼆ほか6名、不眛堂出版、9784829303382

その他

【担当形態：単独】【授業形態：講義・実習複合】【ナンバリング：1Ｃ3224477】 
【免許法施⾏規則第66条の６に定める科⽬：体育】 
【教員の免許状取得のための必選区分】 
▷選択必修 
【免許法施⾏規則に定める科⽬区分等】 
▷科⽬区分：教科及び教科の指導法に関する科⽬・教科に関する専⾨的事項 
▷各科⽬に含めることが必要な事項：体育実技 
＊講義形式の場合は、授業内で課した課題に対し、解説および評価を⾏うことでフィードバックとする。実技形式の場合は、授業内の実技に対し、解説および

アドバイス等の時間を設けることでフィードバックとする。
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開講年度 2023 学期 前期, 後期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 19060480 科⽬コード 190605200

担当教員 奥⼭ 秀雄, 皆川 孝昭

備考

皆川：県の競技協会における育成担当者としての実務経験のある教員による授業。学習指導要領におけるバスケットボールの取扱いを

学び、「ボールを操作する技能」と「ボールを持たない動き」さらに「ゲーム展開」に⾄るまでの指導・評価法を学習する。先ずバス

ケットボール競技の特性と歴史を知るとともに、バスケットボールの⽂化的意義や競技を通じた⼈間形成についての理解を深めた上

で、競技を正しく・安全に⾏えるよう、最新のルールや審判法及び施設・⽤具に関する知識を習得する。 

配当
学部/学科 ⼤学

配当時期 1年 曜⽇/時限 ー 単位 2

授業概要

学習指導要領におけるバスケットボールの取扱いを学び、「ボールを操作する技能」と「ボールを持たない動き」さらに「ゲーム展開」に⾄るまでの指導・

評価法を学習する。 
まず、バスケットボール競技の特性と歴史を知るとともに、バスケットボールの⽂化的意義や競技を通じた⼈間形成についての理解を深めた上で、競技を正し

く・安全に⾏えるよう、最新のルールや審判法及び施設・⽤具に関する知識を習得する。 
授業計画の前半では、競技の基礎的知識や攻防の個⼈的技能及び基礎的なコンビネーション技能（戦術）を習得し、後半では、総合ドリルによるゲームの実

践を通してそれらを応⽤・発展させて習得していく。 
本授業では、チームにおける⾃⼰の役割を⾃覚してその責任を果たし、互いにルールを守り協⼒してゲームを運営し、さらに、攻防の展開や得点の取り合い

の中で勝敗を競い、その過程や結果に楽しさや喜びを⾒いだせることを⽬標とする。         
なお、第6回⽬の授業では、Sitting-Shooter Basketball(SSB)ゲームを体験し、その競技の特性とルールを理解するとともに、インクルーシブ体育をはじめ、特
別⽀援教育など、様々なライフステージに活⽤するための指導法を学習する。

到達⽬標

1 ・バスケットボール競技とSSBゲームの特性やルール理解し、各授業⽬標を達成するための知識と技能を習得し、それらの指導と評価ができる。

2 ・部分練習を活かしたチームプレーの実践を試みながら、ルールを守り、皆で協⼒し、ゲームを楽しく安全に運営することができる。

授業計画（テーマ）

1  競技特性と学習のねらい及び単元（バスケット）の扱い⽅と評価法

2  施設・⽤具およびルールと審判法

3  ファンダメンタル①（ボールハンドリング〜シュート）

4  ファンダメンタル②（パス・キャッチ〜シュート）

5  ファンダメンタル③（攻防の技能）

6  バスケットボール競技を応⽤したシュートゲーム「SSB（Sitting-Shooter Basketball） Game」の体験

7  コンビネーション技能と戦術の指導と評価①2on１・2on2

8  コンビネーション技能と戦術の指導と評価②3on2・3on3

9  コンビネーション技能と戦術の指導と評価③5on5

10  ゲームライク・ドリル①3on3・5on5（オールコート）

11  ゲームライク・ドリル②チーム対抗ゲームの準備

12  総合ドリル①（審判の役割を確認・評価しながらゲームを運営する）

13  総合ドリル②（チーム間での勝敗や結果を評価・分析・考察する）

14  パフォーマンステスト

15  まとめ・総合レポートの提出

ディプロマ・ポリシー との関連性
①国際社会・地域社会の発展に寄与することができる。 
③武道、体育及びスポーツに関する専⾨知識を修得し、体育学における諸事象を論理的・実践的に表現できる。 
⑤新たな課題を解決する論理的思考⼒を持ち、他者と協⼒・協調し、社会を豊かにしようとする意欲と⾏動⼒を⾝につけている。

受講・学習上のアドバイス

・バスケットボール競技経験の有無は問いません。 
・常に指導する⽴場に⽴って受講して下さい。 
・シラバスおよび事前に配布する授業資料や授業説明動画を⽤いて必ず予習を⾏って下さい。事前学習（2h) 
・配布する授業ノートで学習内容と学習成果を確認しながら授業を⾏います。授業記録を残した授業ノートは⼀旦回収しますので忘れずに提出して下さい。 
・回収した授業ノートは次週返却します。振り返り（復習）教材として、授業説明動画と併⽤し、総合レポートの作成に活かして下さい。事後学習（2h)

評価⽅法

[ 評価項⽬ /  割合   / 評価基準等 ] 
 試験   / 15％ / パフォーマンステストによる技能（知識）の総括的評価 
 レポート / 20％ / 総合レポートによる知識の総括的評価と到達⽬標に対する学⽣の⾃⼰評価 
 その他  / 65％ / 各学習段階における習得状況の形成的評価（授業ノート）

教科書（書名、著者、出版社、ISBNコード、備考）
必要に応じて資料を配布します。

体育指導・評価法(バスケットボール)
更新⽇：2022/12/14 13:14:08
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参考書（書名、著者、出版社、ISBNコード、備考）
「バスケットボール指導教本」、⽇本バスケットボール協会、⼤修館書店、9784469264883、2,800円 
「ビジュアル新しい体育実技」、東京書籍、9784487269082、820円               
「Sitting-Shooter Basketball Home 」https://ssbgame.p-kit.com/

その他

【担当形態：単独】【授業形態：講義・実習複合】【ナンバリング：1Ｃ3224478】 
【免許法施⾏規則第66条の６に定める科⽬：体育】 
【教員の免許状取得のための必選区分】 
▷選択必修 
【免許法施⾏規則に定める科⽬区分等】 
▷科⽬区分：教科及び教科の指導法に関する科⽬・教科に関する専⾨的事項 
▷各科⽬に含めることが必要な事項：体育実技 
・教員毎に（単独）開講します。時間割を確認してください。 
・授業ノート（授業の記録、感想、教員への要望・意⾒および学習内容の各項⽬における理解度・達成度、授業⽬標に対する⾃⼰評価）は、毎時間ごとに提出

してもらいます。授業ノートは「授業調査票」として形成的授業評価およびフィードバックに活⽤します（成績評価とは⼀切関係ありません）。返却の際、必要

に応じてフィードバック（解説）を⾏います。授業ノートを参考に総合レポート（授業内容の考察や意⾒・感想）を作成し、最終授業で提出してもらいます。

https://ssbgame.p-kit.com/
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